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令和４年度特別支援教育体制整備状況調査結果について 

令和５年４月１９日 

特 別 支 援 教 育 課 

 

１ 調査の目的 

インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進・充実に向けて、各学校の特別支援教

育の状況等を把握し、今後の施策の参考とする。 

２ 実施時期 令和４年１２月（令和４年５月１日現在回答） 

３ 調査対象 

県内の公立小学校１１６校、中学校５３校（分校含み１校としてカウント）、義務教育学校５校、県

立高等学校２８校（定時制・通信制含み、それぞれを１校としてカウント） 

４ 回収率 １００％ 

５ 調査結果の分析等 

（１）結果について 

・校内委員会は、全ての小・中・義務教育学校が開催しており、高等学校においても９割以上の学校が開

催している。小学校においては、６割近くの学校が定期、不定期両方開催しており、開催回数も多い（平

均年間１１.７回）。中学校においては、定期、不定期の両方開催の学校が増加しており、高等学校にお

いても定期、不定期両方開催の学校が見られるようになった。 

・特別支援教育主任の専任率は、昨年度と比べて減少している。高等学校の専任率は他の校種より高いが

昨年度に比べて減少している。兼任のうち、小・中学校においては９割が担任（通常の学級または特別

支援学級）との兼任である。 

・今年度初めて通常の学級における特別な支援が必要な児童生徒数とその教育的ニーズ（診断の有無に関

わらず、特別な教育的支援を必要とする児童生徒の教育的ニーズ）を調査した。通常の学級に在籍する

児童生徒のうち８．６％の児童生徒が特別な支援が必要であると学校が回答している。そのうち教育的

ニーズとしては、発達障がいが８３．４％、知的障がいが１２．０％であった。 

・入学時、卒業時に特別な支援を必要とする児童生徒の引継ぎ児童生徒数が増加している。卒業時に個別

の教育支援計画を使用した引継ぎは約５割となっており、昨年度に比べると、その他の計画、資料等を

活用して引継ぎを行うケースが増加している。高等学校の卒業時に引継ぎが行われないケースも少なく

ない。 

・特別支援教育に関する研修実施率は、中学校、義務教育学校、高等学校で上昇している。 

・小学校・義務教育学校（前期課程）において、読み書き等に関するつまずきを早期に発見し、指導支援

を行うためにほぼ全校で何らかのツールを活用している。 

（２）課題及び今後の対策 

 ・小・中・義務教育学校の特別支援教育主任の多くは、担任との兼任であり、専任率は減少している。高

等学校においても専任率が減少しており、教育相談担当が兼任している割合が高い。特別支援学級在籍

者数や通常の学級において特別な支援を必要とする児童生徒の現状を鑑みると、特別支援教育主任の

業務量の増加が懸念される。 

→ＬＤ等専門員による相談活動、特別支援学校のセンター的機能の活用（アウトリーチ支援の促進）な

ど、特別支援教育主任を支援する体制を強化する。校内の支援体制の充実に向けて、実施可能な好事

例の情報提供等を実施。 

・通常の学級に在籍する特別な支援が必要な児童生徒数の増加等、全ての学級、学校において特別支援

教育の視点を意識した指導・支援が望まれる。 

  →特別支援教育を一部の教員が担うのではなく、全ての教職員が特別支援教育に関する基礎的な知識

を得ることができる体制を構築する。 

  →ＬＤ等専門員による支援体制の強化、LD等専門員の専門性向上・人材育成等に向けた人材育成を強

化する。 

  →通級指導教室の自校通級以外の指導形態を検討し、通級指導教室担当者の専門性向上や人材育成。 

  →全ての児童生徒に分かりやすいユニバーサルデザインの授業づくりを推進する。 

 ・高等学校の卒業時の引継ぎの際に、就労先や進学先において、合理的配慮を含む必要な支援が確実に行

われるよう連携の強化が望まれる。 

→高等学校において、引き続き個別の教育支援計画等の活用を推進し、進路先との連携強化を図る。 
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.4

% 

合
計
 

4,
30

7 
3,
06
9 

1,
23
8 

28
.7

% 

       

個
別
の
教
育
支
援
計
画
 

特
別
な
支
援
の
必
要
な
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
を
正
確
に
把
握
し
、
教
育
の
視
点
か
ら

適
切
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
考
え
の
下
、
長
期
的
な
視
点
で
一
貫
し
て
的
確
な
教
育
支
援
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
作
成
さ
れ
る
。
 

個
別
の
指
導
計
画
 

特
別
な
支
援
の
必
要
な
児
童
生
徒
の
教
育
課
程
を
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
具
現
化
し
た
も
の
で

あ
り
、
学
校
等
で
の
指
導
に
お
け
る
指
導
目
標
や
指
導
内
容
・
方
法
等
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
。
 

作
成
し
た

7
5

.5
%

作
成
し
な
か
っ
た

2
4

.5
%

通
常
の
学
級
に
お
い
て
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
の
う
ち
個
別
の
指
導
計
画
の
作
成
状
況
（
全
校
種
）

作
成
し
た

2
8

.7
%

作
成
し
な
か
っ
た

7
1

.3
%

通
常
の
学
級
に
お
け
る
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
の
個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
作
成
状
況
（
全
校
種
）



1
1

.6
%

8
.7

%

0
.0

%

2
7

.4
%

口
頭
の
み
で
の
引
継
ぎ
状
況

（
学
校
種
別
）

小
学
校

義
務
教
育
学
校

高
等
学
校

小
学
校

義
務
教
育
学
校

中
学
校

高
等
学
校

1
3

.8
%

6
8

.4
%

5
5

.6
%

1
2

.0
%

個
別
の
指
導
計
画
の
使
用
状
況

（
学
校
種
別
）

小
学
校

義
務
教
育
学
校

高
等
学
校

小
学
校

義
務
教
育
学
校

中
学
校

高
等
学
校

６
 
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
引
継
ぎ
状
況

 

（
１
）
入
学
時
の
引
継
ぎ
数
と
資
料
等
の
使
用
率

 
 
※
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
あ
り

 
 

 

特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る

 

児
童
生
徒
数

 

個
別
の
 

教
育
支
援
計
画
 

個
別
の
 

指
導
計
画
 

そ
の
他
の
 

計
画
、
資
料
等
 

口
頭
の
み
 

児
童
生
徒
数
 

％
 

児
童
生
徒
数
 

％
 

児
童
生
徒
数
 

％
 

児
童
生
徒
数
 

％
 

小
学
校
 

61
2 

22
8 

37
.3
% 

85
 
1
3.
9
% 

35
1
 
5
7.
4%
 

7
1
 

1
1
.
6
% 

中
学
校
 

73
2 

37
2 

50
.8
% 

50
1
 
6
8.
4
% 

13
3
 
1
8.
2%
 

6
4
 

8
.
7
% 

義
務
教
育
学
校
 

9 
6 

66
.7
% 

5
 
5
5.
6
% 

6 
6
6.
7%
 

0
 

0
%
 

高
等
学
校
 

27
4 

15
7 

57
.3
% 

33
 
1
2.
0%
 

27
 

9.
9%
 

7
5
 

2
7
.
4
% 

合
計
 

1,
62

7 
76

3 
46

.9
% 

62
4
 
3
8.
4%
 

51
7
 
3
1.
8%
 

2
1
0 

1
2
.
9
% 

       

               

個
別
の
教
育
支
援
計
画
を
活
用
し
た
引
継
ぎ
 

≪
引
継
ぎ
の
必
要
性
≫
 

そ
れ
ま
で
受
け
て
き
た
支
援
を
引
継
ぎ
、
一
貫
し
た
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
自
立
や
社
会
参
加
に
つ
な
ぐ
。

 

≪
引
継
ぎ
の
主
体
者
≫
 

本
人
・
保
護
者
が
主
体
と
な
り
、
次
の
学
校
等
へ
持
参
し
、
必
要
な
支
援
を
引
き
継
ぐ
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
・
保
護
者
の
了
解
を

得
て
学
校
等
が
行
う
場
合
も
あ
る
。

 

4
6

.9
%

3
8

.4
%

3
1

.8
%

1
2

.9
%

個 別 の 教 育 支 援 計 画

個 別 の 指 導 計 画

そ の 他 の 計 画 、 資 料 等

口 頭 の み

入
学
時
の
引
継
ぎ
に
お
け
る

資
料
等
の
使
用
率
（
全
体
）

3
7

.3
%

5
0

.8
%

6
6

.7
%

5
7

.3
%

個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
使
用
状
況

（
学
校
種
別
）

小
学
校

義
務
教
育
学
校

高
等
学
校

5
7

.4
%

1
8

.2
%

6
6

.7
%

9
.9

%

そ
の
他
の
計
画
、
資
料
等
の
使
用
状
況

（
学
校
種
別
）

小
学
校

義
務
教
育
学
校

高
等
学
校

小
学
校

義
務
教
育
学
校

中
学
校

高
等
学
校

小
学
校

 
 

 
 

 
 
義
務
教
育
学
校

 

中
学
校
 
 
 
 
 
 
高
等
学
校

 



7
3

.0
%

3
1

.1
%

2
5

.0
%

2
.9

%

個
別
の
指
導
計
画
の
使
用
状
況

（
学
校
種
別
）

小
学
校

義
務
教
育
学
校

高
等
学
校

小
学
校

義
務
教
育
学
校

中
学
校

高
等
学
校

2
7

.4
%

1
1

.3
%

1
2

.5
%

6
.4

%

そ
の
他
の
計
画
、
資
料
等
の
使
用
状
況

（
学
級
種
別
）

小
学
校

義
務
教
育
学
校

高
等
学
校

小
学
校

義
務
教
育
学
校

中
学
校

高
等
学
校

7
.3

%

1
8

.2
%

3
7

.5
%

7
.0

%

口
頭
の
み
で
の
引
継
ぎ
状
況

（
学
校
種
別
）

小
学
校

義
務
教
育
学
校

高
等
学
校

小
学
校

義
務
教
育
学
校

中
学
校

高
等
学
校

（
２
）
卒
業
時
の
引
継
ぎ
数
と
資
料
等
の
使
用
率

 
 
※
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
あ
り
 

 

特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る

 

児
童
生
徒
数

 

個
別
の
 

教
育
支
援
計
画
 

個
別
の
 

指
導
計
画
 

そ
の
他
の
 

計
画
、
資
料
等
 

口
頭
の
み
 

児
童
生
徒
数
 

％
 

児
童
生
徒
数
 

％
 

児
童
生
徒
数
 

％
 

児
童
生
徒
数
 

％
 

小
学
校
 

72
5 

37
5 

51
.7

% 
52
9
 
7
3.
0%
 

19
9
 
2
7.
4%
 

5
3 

7
.
3
% 

中
学
校
 

43
4 

26
7 

61
.5
% 

13
5
 
3
1.
1
% 

49
 
1
1.
3%
 

7
9 

1
8
.
2
% 

義
務
教
育
学
校
 

8 
5 

62
.5
% 

2
 
2
5.
0%
 

1
 
1
2.
5%
 

3
 

3
7
.
5
% 

高
等
学
校
 

17
2 

31
 
18

.0
% 

5
 

2.
9%
 

11
 

6
.4

% 
1
2 

7
.
0
% 

合
計
 

1,
33

9 
67

8 
50

.
6%
 

67
1
 
5
0.
1%
 

26
0
 
1
9.
4%
 

1
4
7 

1
1
.
0
% 

        

      
 

         

引
継
ぎ
の
ポ
イ
ン
ト
 

≪
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
≫

 

入
学
前
に
中
学
校
担
当
者
が
小
学
校
の
学
校
生
活
の
様
子
を
参
観
し
た
り
、
入
学
後
に
小
学
校
の
担
当
者
が
中
学
校
へ
の
適
応
状
況
を
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
た
り
す
る
こ
と
も
重
要
。
そ
の
際
、
連
携
の
ツ
ー
ル
と
し
て
個
別
の
教
育
支
援
計
画
を
活
用
す
る
と
効
果
的
で
あ
る
。

 

≪
中
学
校
か
ら
高
等
学
校
へ
≫

 

高
等
学
校
で
は
生
徒
が
年
度
初
め
の
学
校
生
活
を
ス
ム
ー
ス
に
迎
え
る
た
め
に
、
合
格
発
表
後
に
引
継
ぎ
日
を
設
定
し
て
い
る
。
県
教
育
委

員
会
か
ら
各
市
町
村
（
学
校
組
合
）
教
育
委
員
会
を
通
じ
、
各
中
学
校
へ
引
継
ぎ
日
程
と
担
当
者
一
覧
表
が
送
付
さ
れ
る
。

 

5
0

.6
%

5
0

.1
%

1
9

.4
%

1
1

.0
%

個 別 の 教 育 支 援 計 画

個 別 の 指 導 計 画

そ の 他 の 計 画 、 資 料 等

口 頭 の み

卒
業
時
の
引
継
ぎ
に
お
け
る

資
料
等
の
使
用
率
（
全
体
）

5
1

.7
%

6
1

.5
%

6
2

.5
%

1
8

.0
%

個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
使
用
状
況

（
学
校
種
別
）

小
学
校

義
務
教
育
学
校

高
等
学
校

小
学
校

義
務
教
育
学
校

中
学
校

高
等
学
校



７
 
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
研
修
に
つ
い
て
 

（
１
）
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
研
修
実
施
状
況
 

 
実
施
し
た
 

実
施
し
て
い
な
い

 
実
施
率
 

小
学
校
 

11
0 

6 
9
4.
8
% 

中
学
校
 

38
 

15
 

71
.
7
% 

義
務
教
育
学
校
 

4 
1 

8
0.
0%
 

高
等
学
校
 

25
 

3 
8
9.
3
% 

合
計
 

17
7 

25
 

87
.
6
% 

       （
２
）
研
修
内
容
 

 
①
発
達
障
が
い

 
②
指
導
計
画

 
③
支
援
計
画

 
④
特
支
授
業

 
⑤
通
常
授
業

 
⑥
自
立
活
動

 
⑦
事
例
検
討

 
⑧
合
理
的
配
慮

 
⑨
そ
の
他

 

小
学
校
 

46
 

61
 

31
 

43
 

26
 

16
 

2
3 

12
 

2
6 

中
学
校
 

22
 

11
 

9 
6 

8 
5
 

1
1 

4
 

6 

義
務
教
育
学
校
 

4 
3 

1 
0 

0 
2
 

1 
2
 

0 

高
等
学
校
 

16
 

2 
5 

2 
10

 
2
 

8 
6
 

6 

合
計
 

88
 

77
 

46
 

51
 

44
 

25
 

4
3 

24
 

3
8 

      
 

※
Ｒ
３
実
施
率

 

小
学
校
 
 
 

 
95
.7
％
 

中
学
校
 
 
 

 
71
.2
％
 

義
務
教
育
学
校

 
50
.0
％
 

高
等
学
校
 
 
 

85
.7
％
 

全
体
 
 
 
 

 
87
.1
％
 

⑨
そ
の
他
の
主
な
内
容

 

≪
小
学
校
≫
 

教
材
の
紹
介
、
愛
着
障
が
い
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
心
理
・
発
達
検
査
の
見

方
と
指
導
へ
の
活
用
、

QU
（
ハ
イ
パ
ー

QU
）
や
教
研
式
知
能
検
査
を
生
か
し
た
学
級
経
営
、
児
童
理

解
、
情
報
共
有
会
議
、
実
態
把
握
、
教
育
相
談
、
読
み
書
き
の
障
が
い
、
通
級
に
よ
る
指
導
に
関
す

る
研
修
、
一
次
支
援
、
み
ん
な
が
「
わ
か
る
」「

で
き
る
」
支
援
、
合
理
的
配
慮
等
 

≪
中
学
校
≫
 

通
級
に
よ
る
指
導
、
教
研
式
知
能
検
査
の
結
果
の
見
方
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
の

た
め
の
特
別
支
援
教
育
の
推
進
、
教
育
課
程
、
愛
着
障
が
い
等

 

≪
高
等
学
校
≫
 

鬱
や
発
達
障
が
い
等
と
の
関
連
、

UD
L
の
考
え
方
と
手
法
、
青
年
期
の
理
解
と
支
援
、
愛
着
障
が

い
、
福
祉
支
援
が
必
要
な
生
徒
の
事
例
検
討

 
等
 

3
8

2
4

4
3

2
5

4
4

5
1

4
6

7
7

8
8

⑨
そ
の
他

⑧
障
害
者
差
別
解
消
法
や
合
理
的
配
慮

⑦
事
例
検
討

⑥
自
立
活
動

⑤
通
常
学
級
の
授
業
研
究
・
授
業
づ
く
り

④
特
別
支
援
学
級
の
授
業
研
究
・
授
業
づ
く
り

③
個
別
の
教
育
支
援
計
画

②
個
別
の
指
導
計
画

①
発
達
障
が
い

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
研
修
実
施
状
況
（
全
体
）

実
施
し
た

8
7

.6
%

実
施
し
て
い
な
い

1
2

.4
%

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
研
修
実
施
状
況
（
全
体
）

特
別
支
援
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
教
職
員
の
専
門
性
の
向
上
 

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
、
す
べ
て
の
教
員
は
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
一
定
の
知
識
・
技
能
を
有
し
て
い
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
発
達
障
害
に
関
す
る
一
定
の
知
識
・
技
能
は
、
発
達
障
害
の
可
能
性
の
あ
る
児
童
生
徒
の
多
く
が
通
常
の
学
級

に
在
籍
し
て
い
る
こ
と
か
ら
必
須
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
教
員
養
成
段
階
で
身
に
付
け
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
が
、
現
職
教
員
に

つ
い
て
は
、
研
修
の
受
講
等
に
よ
り
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
（
文
部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
資
料
か
ら
）
 



８
 
読
み
書
き
等
に
関
す
る
つ
ま
ず
き
を
早
期
に
発
見
し
、
指
導
・
支
援
を
行
う
た
め
に
活
用
し
た
ツ
ー
ル
の
活
用
に
つ
い
て
 

（
１
）
通
常
の
学
級
に
お
け
る
活
用
（
学
校
数
）
 

 
活
用
し
た
 

活用
して

いな
い 

活
用
率

 

活
用
し
た
ツ
ー
ル
（
複
数
回
答
）

 

①

M
IM

 

②
M

IM
 

(デ
ジ
タ
ル
版

) 

③
 

T
式

 

④
 

教
研
式

 

⑤
 

U
R

A
W

SS
 

⑥
 

S
T

R
A

W
 

⑦
 

そ
の
他

 

小
学
校
 

11
5 

1 
99

.1
％
 

79
 

11
 

86
 

5
6 

5
 

1
4 

8 

義
務
教
育
学
校
（
前
期
）
 

5 
0 

10
0.
0％

 
1 

0 
5
 

3 
0
 

3 
1 

合
計
 

12
0 

1 
99

.2
％
 

80
 

11
 

91
 

5
9 

5
 

1
7 

9 

 （
２
）
特
別
支
援
学
級
に
お
け
る
活
用
（
学
校
数
）
 

 

             

 
活
用
し
た
 

活用
して

いな
い
 

活
用
率

 

活
用
し
た
ツ
ー
ル
（
複
数
回
答
）

 

①

M
IM

 

②
M

IM
 

(デ
ジ
タ
ル
版

) 

③
 

T
式

 

④
 

教
研
式

 

⑤
 

U
R

A
W

SS
 

⑥
 

S
T

R
A

W
 

⑦
 

そ
の
他

 

小
学
校
 

11
5 

1 
99

.1
％
 

66
 

8 
52

 
43

 
0 

4
 

6
 

義
務
教
育
学
校
（
前
期
）
 

5 
0 

10
0.
0％

 
0 

0 
2
 

1
 

0 
0
 

0
 

合
計
 

12
0 

1 
99

.2
％
 

66
 

8 
54

 
44

 
0 

4
 

6
 

※
母
数
は
小
学
校

1
16

校
、
義
務
教
育
学
校

5
校
を

合
わ
せ
た

1
21

校
 

①
「
読
み
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
指
導
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
Ｍ
ＩＭ
）」
に
つ
い
て

 

・
小
学
校
低
学
年
に
お
い
て
読
み
の
つ
ま
ず
き
を
早
期
に
発
見
し
、
通
常
の
学
級
に
お
け
る
授
業
改
善
や

個
に
応
じ
た
指
導
・
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
に
用
い
る
指
導
パ
ッ
ケ
ー
ジ
。

 

・
平
成
２
９
年
度
に
県
内
全
て
の
小
学
校
に
指
導
パ
ッ
ケ
ー
ジ
及
び
教
材
Ｃ
Ｄ
を
整
備
。
 

・
平
成
２
９
年
度
以
降
、
毎
年
、
Ｍ
ＩＭ

活
用
促
進
研
修
会
を
実
施
。

 

 ③
T
式
ひ
ら
が
な
音
読
支
援

 

④
標
準
学
力
検
査
教
研
式

 

⑤
小
学
生
の
読
み
書
き
の
理
解

 
UR
A
WS
S 

⑥
ST
RA
W（

-R
改
訂
版
）
標
準
読
み
書
き
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

 

⑦
そ
の
他

 

 

※
Ｒ
３
Ｍ
ＩＭ

の
活
用
状
況
 

活
用
し
た

 
 
 
 

86
.0
% 

活
用
し
て
い
な
い

 
14
.0
% 

活
用
し
た

9
9

.2
%

活
用
し
て
い
な
い

0
.8

%

読
み
書
き
等
に
関
す
る
ツ
ー
ル
の
活
用
状

況
（
小
学
校
・
義
務
教
育
学
校
）
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5
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⑥
そ
の
他

⑤
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T
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④
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S
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③
教
研
式

②
T
式

②
M

IM
（
デ
ジ
タ
ル
版
）

①
M

IM

通
常
の
学
級
に
お
け
る
活
用

（
小
学
校
・
義
務
教
育
学
校
（
前
期
）

※
母
数
は
小
学
校

1
16

校
、
義
務
教
育
学
校

5
校
を
 

合
わ
せ
た

1
21

校
 



９
 
文
部
科
学
省
や
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
が
作
成
し
た
資
料
等
の
活
用
状
況

 

 
①
教
育
支
援
の
手
引

 
②
初
め
て
の
通
級

 

指
導
ガ
イ
ド

 

③
交
流
及
び
共
同

 

学
習
ガ
イ
ド

 

④
発
達
障
害

 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

 
⑤
す
け
っ
と

 
⑦
イ
ン
ク
ル
Ｄ
Ｂ

 
⑧
学
び
ラ
ボ

 

小
学
校
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2
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3
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中
学
校
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2
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6
 

1
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義
務
教
育
学
校
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3 

1
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0
 

2
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高
等
学
校
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0 

1
 

3 
0
 

4
 

1
 

合
計
 

83
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18
 

24
 

2
6
 

4
9 

1
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         １
０

 
「
特
別
支
援
教
育
の
手
引
（
令
和
４
年
３
月
改
訂
 
鳥
取
県
教
育
委
員
会
）
」
の
活
用
状
況
 

（
１
）
活
用
状
況
 

    

       

 
活
用
し
た
 

活
用
し
て
い
な
い

 
活
用
率
 

小
学
校
 

11
4 

2 
9
8.
3
% 

中
学
校
 

51
 

2 
9
6.
2
% 

義
務
教
育
学
校
 

5 
0 

10
0.
0%
 

高
等
学
校
 

25
 

3 
8
9.
3
% 

合
計
 

19
5 

7 
9
6.
5
% 

①
障
害
の
あ
る
子
供
の
教
育
支
援
の
手
引
～
子
供
た
ち
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
学
び
の
充
実
に
向
け
て
～

 
文
部
科
学
省
（

R3
.6
）
 

②
初
め
て
の
通
級
に
よ
る
指
導
を
担
当
す
る
教
師
の
た
め
の
ガ
イ
ド

 
文
部
科
学
省
（

R2
.3
）
 

③
交
流
及
び
共
同
学
習
ガ
イ
ド

 
文
部
科
学
省
（

H3
1.
3
改
訂
）

 

④
発
達
障
害
を
含
む
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
に
対
す
る
体
制
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

 
文
部
科
学
省
（

H2
9.
3）

 

⑤
知
的
障
害
特
別
支
援
学
級
担
任
の
た
め
の
授
業
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
キ
ッ
ト

 
す
け
っ
と
（

Sk
et
t）

 
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所

 

⑥
イ
ン
ク
ル

D
B（

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
支
援
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

 
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所

 

⑦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
講
義
配
信

 
NI
SE

学
び
ラ
ボ
 
～
特
別
支
援
教
育

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
～
 
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所

 

※
Ｒ
３

 手
引
（
令
和
２
年
２
月
 
鳥
取
県

教
育
委
員
会
）
の
活
用
状
況
活
用
状
況
 

全
校
種
 

活
用
し
た
 
 
 
 

95
.0
％
 

活
用
し
て
い
な
い
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％
 

活
用
し
た

9
6

.5
%

活
用
し
て
い
な
い

3
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%

「
特
別
支
援
教
育
の
手
引
」
の
活
用
状
況
（
全
校
種
）



（
２
）
活
用
方
法
 

 
①
研
修
資
料

 
②
校
内
支
援

 
③

教
育
支
援
計
画
 

④
指
導
計
画

 
⑤
教
育
課
程

 
⑥
教
科
書

 
⑦
授
業

 
⑧
外
部
連
携

 
⑨
懇
談

 
⑩
そ
の
他

 

小
学
校
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59
 

93
 

93
 

77
 

32
 

5
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2
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2
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中
学
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1
1
 

3 

義
務
教
育
学
校
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5 
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5 

2 
1
 

1 
3
 

1
 

0 

高
等
学
校
 

5 
15
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11
 

- 
-
 

1 
1
0
 

3
 

1 

合
計
 

75
 

10
4 

16
0 

1
45
 

10
1
 

41
 

6
6 

5
3
 

3
9
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特
別
支
援
教
育
の
手
引
に
つ
い
て
 

・
小
学
校
、
中
学
校
及
び
義
務
教
育
学
校
に
お
い
て
、
特
別
支
援
学
級
担
任

を
は
じ
め
全
教
職
員
が
、
特
別
支
援
教
育
の
基
本
的
事
項
を
学
べ
る
よ
う

に
作
成
し
た
も
の
 

・
特
別
支
援
学
級
の
教
育
課
程
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
、
障
が
い
種
別
の

実
践
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
内
容
で
構
成

 

・
令
和
４
年
３
月
に
改
訂
、
全
て
の
国
・
公
・
私
立
学
校
に
配
布
 

・
特
別
支
援
教
育
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
 

4

3
9

5
3

6
6

4
1

1
0

1

1
4

5

1
6

0

1
0

4

7
5

⑩
そ
の
他

⑨
保
護
者
と
の
懇
談
、
説
明
資
料
と
し
て
活
用

⑧
外
部
機
関
や
外
部
専
門
家
と
の
連
携
に
活
用

⑦
特
別
支
援
学
級
の
授
業
づ
く
り
に
活
用

⑥
特
別
支
援
学
級
の
教
科
書
選
定
に
活
用

⑤
特
別
支
援
学
級
の
教
育
課
程
編
成
に
活
用

④
個
別
の
指
導
計
画
に
活
用

③
個
別
の
教
育
支
援
計
画
作
成
に
活
用

②
校
内
支
援
体
制
整
備
の
参
考
資
料
と
し
て

①
研
修
の
資
料
と
し
て

活
用
方
法

①
研
修
の
資
料
と
し
て
活
用

 

②
校
内
支
援
体
制
整
備
の
参
考
資
料
と
し
て
活
用

 

③
個
別
の
教
育
支
援
計
画
作
成
に
活
用

 

④
個
別
の
指
導
計
画
作
成
に
活
用

 

⑤
特
別
支
援
学
級
の
教
育
課
程
編
成
に
活
用

 

⑥
特
別
支
援
学
級
の
教
科
書
選
定
に
活
用
 

⑦
特
別
支
援
学
級
の
授
業
づ
く
り
に
活
用
 

⑧
外
部
機
関
や
外
部
専
門
家
と
の
連
携
に
活
用
 

⑨
保
護
者
と
の
懇
談
・
保
護
者
説
明
資
料
と
し
て
活
用

 


